　令和　年　月　日
 　石川県知事　殿
主たる事務所の所在地
医療法人　　　　会
理事長　　　　　　　　　
医療法人解散認可申請書
  標記について、医療法第５５条第１項第３号により解散したいので、同法施行規則第３４条の規定に基づき申請します。
────────────────────────────────────
〈添付書類〉
１　解散の理由書　　　　　　
２　法律、定款又は寄付行為に定められた解散の手続きを経たことを証する書類（解散することを決議した社員総会又は理事会の議事録の写し
３　財産目録及び貸借対照表
４　残余財産の処分に関する事項を記載した書類
５　定款（又は寄附行為）の写し
　令和　年　月　日
石川県知事　殿
事務所所在地
医療法人名
理事長名　　　　　　
解散理由書
本法人は、下記の理由により解散認可を申請することといたしました。

（持分の定めのある社団の場合の作成例）
医療法人○○臨時社員総会議事録
１　日　　時　令和○○年○○月○○日○○時○○分～○○時○○分
２　場　　所　石川県○○市○○町○○番地　○○○○○において
３　出席者　総社員数〇〇名　出席社員数〇〇名
氏名○○○○、○○○○、○○○○、○○○○、・・・
４　欠席社員　〇名　氏名〇〇〇〇
５　議　　長　　　社員　〇〇〇〇
定刻となり、社員〇〇名中〇〇名の出席により本社団定款第○○条に規定する定足数を充たしているので、本会は適法に成立していることを確認した後、定款第〇〇条により○○○○が議長となり、○○時○○分開会を宣言し、議事に入った。
第１号議案　医療法人○○の解散及び医療法人解散認可申請の件
　議長は発言し、（※法人解散の理由を具体的に記載）　のため、医療法第５５条第１項の規定に基づき、本社員総会の決議をもって当法人を解散したい旨を述べた。また、議長は発言し、解散は石川県知事の認可を受けなければその効力を生じないため、知事に対し解散認可申請をする必要がある旨を述べた。議長は本案について承認を求めたところ、全員異議なくこれを承認し、本案は可決された。
　　
第２号議案　清算人選任の件
　議長は発言し、本法人解散にあたり、定款第○条の規定により本法人の理事から清算人を選任する必要があることを述べた。また、議長は、その候補者として本法人の理事のうちから○○○○を推薦した旨を述べたところ、全員異議なくこれを承認し、本案は可決された。
第３号議案　残余財産処分の件
　議長は発言し、本法人の解散に伴う残余財産の処分について、定款第○条の規定により、別紙のとおり払込出資額に応じて出資者に分配したい旨を述べたところ、全員異議なくこれを承認し、本案は可決された。
　以上をもって、医療法人○○の解散に関するすべての議事を終了したので議長は閉会を宣した。
　本日の決議を確認するため、出席社員全員が記名する。
令和○○年○○月○○日
　　　　　社　員（理事長）　　○○　○○　　
　　　　　　同　（理　事）　　○○　○○　　
　　　　　　同　（理　事）　　○○　○○　　
　　　　　　同　（監　事）　　○○　○○　　　　



（記載例）





（運営の実績）


本法人は、平成○○年に設立後、法人開設の○○医院を運営し、これまで地域医療に貢献してまいりました。





（解散の動機）


　その後、○○年にわたり○○医院を運営してまいりましたが、理事長が高齢となり、健康面での不安も大きくなり、法人を運営することが困難となりました。また、後継者も不在のため、解散することとなりました。　


なお、〇〇医院については、令和○○年○月をもって診療所廃止届を提出いたしました（令和○○年○月以降、医師〇〇〇〇が個人開設していく予定です。）。








